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                                                 鳥取県立皆生養護学校 
                                                    学校長 松 本 剛 一 

評 価 日 平成２４年 ２月２９日（水） 
評 価 ・ 提 言 学校の所見・改善策等 

１ 今年度の自己評価について 
 (１) 重点目標の達成状況 
【資料】・平成２３年度学校自己評価表 
      ※各学部評価 
      ※各分掌評価 
    ・保護者アンケート(回収率９４％)   
    ・学校公開、交流活動アンケート 
     ・Ｈ２３年度施設・設備整備状況 
                   等 
●一人一人に視点を当てた学習指導の充実 
  ○各学部達成状況「Ｂ」 
 
 
 
 ○各分掌達成状況「Ａ」～「Ｂ」 
 
 
 
 
 
 
●18歳の自立を見据えた進路指導の充実 
  ○各学部達成状況「Ｂ」 
 
 
 
 
 
  
 ○分掌(進路指導部)達成状況  「Ｂ」 
 
 
 
●ニ－ズに対応できる専門性の向上 
 ○各学部達成状況「Ａ」～「Ｃ」 
 
 
 
  
 ○分掌(自立活動)達成状況 「Ｂ」 
 
 
 
  
●センター的機能の推進 
  ○分掌(支援部)達成状況 「Ｂ」 
 
 
 
●社会に繋ぐ活動の推進 
 ○分掌(交流活動・学習情報部) 「Ｂ」 

 
 
 
 
 
 
 
 
〈各学部〉          
 →各学部とも授業改善への意識が高まり、
 授業研究や研修の充実などにより学習指
 導が充実してきている。 
〈各分掌〉 
 →関係分掌を中心に研修の充実や具体の情
 報提供に努めた。また本校の研究 課題へ
 の取組みについて、３年次の成果を県内 
外に公開した。授業者支援会議システム、 
授業シートの活用など授業改善への具体 
的な取組みが進んだ。 
  
〈各学部〉 
 →個別の教育支援計画と個別の指導計画・
 進路指導計画との関連性や整合性を日々
 の学習の中で意識しながら実践してきた。
 進路指導のあり方の検討やサポートブッ
 ク作成と活用など具体的に取組んだ。 
〈分掌〉 
 →ＰＴＡ進路指導部との連携による進路座
 談会や本校の「進路指導の手引」を作成 
するなど幼児・児童・生徒、保護者のニ ー
ズを受け止めて進路指導を進めた。 
 
 〈各学部〉 
 →各種発達検査や自立活動チェックリスト
 により一人一人の実態把握に努めた。今 
後は個別の指導計画等の目標設定や学習 
内容の精選に活用したい。 
〈分掌〉 
 →発達に応じた教材・教具、支援機器の活
 用に関する研修は実施した。今後は各種 
教材・教具、支援機器の集約や整理を進 め
る。 
 
 
→概ねニーズに対応した支援ができつつあ
 る。また、センタ－的機能関連図を校内 
教職員に周知した。今後も関係機関等と の
連携による情報収集・発信に努める。 
 
→交流及び共同学習については、双方(本校
 と相手校)の教育課程上の位置づけやねら



 
 
 
 
 
 
 
 
 
(２) 説明・公表について 
  ・学校評価(保護者アンケート)の集計結果につ
  いては、保護者に配布済み。 
  ・学校の自己評価最終評価については、ホーム 
  ページで公開(３月下旬) 
 
２ 学校運営への提言 
 ☆自己評価に係る説明が年度当初に比べ具体的
 でわかりやすかった。教職員個々のやる気や学
 校としての自信を感じる。 
 
 ☆学校の自己評価には年度の重点課題に向けた
 取組み状況がみえることから、Ｈ２５年度の創
 立５０周年記念誌などにも載せてはどうか。 
 
 
 
 ☆懇談は担任と保護者で実施しているが、担任 
以外に指導に関わっている教員にも話をききた 
い保護者の声がある。 
 
  
 
 ☆障害者自立支援法及び児童福祉法の一部改正
 に伴い、障がい児支援は個別支援計画に基づく
 ことから、学校との連携はますます必要である
。 学校は教育支援計画や指導計画など保護者へ
の 十分な説明が必要あるし、保護者は子どもの
こ とをきちんと伝えられる親でありたい。 
 
 ☆学校のホームページの保護者の閲覧状況は半
 数強ということであるが、見る時間が設定でき
 ない保護者もあると思われる。 
 
 ☆学校は子どもたちや教育活動に関する情報共
 有をどのようにしているのか。 
 
 
 
 
 
 
 ☆教職員のコンプライアンスについての意識向
 上を望む。 
 
 ☆学校の努力がどれだけ保護者に伝わっている
 かと考えると疑問を感じることもある。保護者
 に寄り添い、保護者の思いを受け止める姿勢が
 大切である。意見ポストや意見をきく強化月間
 などの設定も有効か。 

 いを明確にして取組んだ。また事前・事 
後指導の徹底により 相手校の意識やか 
かわりが改善してきた。 
  学校ホ－ムペ－ジについては、課業日は 
ほぼ毎日複数の記事の更新ができた。今 後
も個人情報の保護や正確な情報等に留 意
し、情報発信をしていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 →記念誌については個人情報の保護や予算
  関係の制限から掲載内容やページ数につ
  いて実行委員会でほぼ確認済みである。
  自己評価については本校のホームページ
  で公表していく予定。   
 
 →懇談については担任が主体で実施してい
  るが、希望があれば指導に関わる教員か
  らの話も可能であり、個別に要望してい
  ただきたい。学部主事に気軽に相談をし
  てほしい。   
   
 →高等部では保護者の方や関係機関に協力
  いただきながら、卒後も使える個別のサ
  ポートブックを作成した。本人のことを
  周囲に分かってもらうツールとして活用
  してほしい。 
 
 
 →送迎時の会話、連絡帳、通信、電話など 
   いろいろな手段を活用して、情報は同 
 時に伝わる努力をしていく。 
 
 →基本的には学部内の事は学部対応として
  いるが、内容によっては朝礼・終礼を活
  用したり、職員会議等で周知する。また 
  こあっと(校内グループウエア)を活用し
  ている。ただしパソコンは非常勤職員に
  は貸与されていないため、学部内で伝達
  するようにしている。 
 
 →コンプライアンスについて周知する。 
 
 
 →保護者との話し合いの場としてＰＴＡ活
  動の中に「しゃべり大会」など位置付け 
  ているが懇談のあり方も含めて検討して
  いく。 
 

 


